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8６．STEP4. ひな型ファイルの中身を確認

●adaptation_plan.docx 
→データを出力したひな型ファイル。同ファイルに対し加筆修正を加えることで地域気候変動
 適応計画の素案を作成。
●出力されるファイルには、以下、4つの処理が加えられている。

◼ 地方公共団体名の置換

-ひな型にて〇〇市となっていた箇所がつくば市に置き換わってる。
-黄色くハイライトされた箇所は地方公共団体毎に記述が異なる箇所。編集が必要。

◼ 統計データの挿入

-挿入された統計データを参考に黄色くハイライトされた箇所の修正が可能。

◼ グラフの挿入

-グラフ形式はSTEP2で指定した形式。

◼ WebGIS画像の挿入

-本ツールでは、データごとに対象となる気候モデル、気候シナリオが予め指定され、出力され  
る。

























20７．STEP5. ファイルを編集②

◼ STEP5-4 各地方公共団体の特徴的なデータやグラフを追加掲載

-全国的な統計データを用いている性質上、特に市区町村レベルでの地域に特化したデータ
が不足している。 
-特産品への影響など地域の特性に合わせたデータを収集、掲載することで地域の特性・実
情を踏まえた計画となる。

◼ STEP5-5 目次構成等を、地域気候変動適応計画の策定方針に合わせて編集

-各自治体の計画の策定方針に従って、計画全体の章立てなど再構成する。

◼ STEP5-6 各地方公共団体の状況に合わせて、データやグラフの解釈等を追記

-掲載したデータやグラフの解釈等を各地方公共団体の実情に応じて修正、追記する。







2310．まとめ

●地域気候変動適応計画は地域において適応策を推進する上で礎となる資料

●本ツールは計画策定にあたり地方公共団体の負担軽減を目的に開発された
 ツール

●今後、改良を進めるうえでご意見募集中！！

◼ ツールの使い方説明ページ
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/plan/draft generator explanation.html

◼ ツール起動ページ
https://a-plat.nies.go.jp/adaptation-plat-draft-generator/


